二谷：はい、皆さん、こんにちは。二谷誠です。
今回も動画を見ていただき、ありがとうございます。
前回の動画では、ひまわり証券の元代表取締役、北川社長にお越しいただいて、

いろいろなお話を聞かせていただきました。
で、その中でも今実際にトレードをされてものすごい利回りを上げていらっしゃると、

いうような話があったので、それについて今回はより詳しく聞かせていただきたいと思いますので、
本日もどうもよろしくお願いします。

北川：こちらこそ。

二谷：で、前回お話聞かせていただいて、ものすごい利回りが出てると、

北川：そうですねえ。

二谷：いうことですので、もうちょっと詳しく聞かせていただきたいなと思うんですけれども、
まずちょっと前回気になったのが、僕もちょっとまだ経験がないんですけれども、
まずそのマーケットが商品先物っていうマーケットを使うことが、

一つ大きな利益を上げるコツだっていうことだったんですけれども、
それにちょっと詳しくお話聞かせていただいてよろしいですか。

北川：はい。まあFX、その他日経225の先物、商品、皆まあ似たようなものなんですけども、
商品先物取引というのは世界のマーケットで取引されてますから、
非常に動きがやはりダイナミックなんですね。大きなトレンドを作るという傾向が非常に強いんです。
で、私どもが作ってるサラトレードシステムというシステムは、
トレンドフロー型のシステムなもんですから、
そのトレンドに乗った大きな利益を取ってくというのが特徴なんです。

二谷：なるほど、なるほど。ではその大きなトレンドを取ってくことによって、
ものすごい利回りを出してるっていうことなんですね。

北川：そういうことですね。

二谷：分かりました。で、僕、ちょっとまだやったことがないので、
商品先物は何をトレードするのかがちょっとイメージがつかないんですけれども、

北川：そうですね。非常に馴染みのない市場かと思いますけども、まあ昔からこう市場はあるんですね。
もう江戸時代から、

二谷：あっ、そうなんですね。

北川：江戸時代の米相場の頃から商品先物取引があるんですけども、
ここで取引されてる銘柄は東京金、東京白金、これプラチナのことですね。

それから東京ゴム、東京ガソリン、

二谷：ああ、ガソリンも。

北川：あとは穀物で大豆、トウモロコシ、そして昔からの小豆、こういった銘柄の価格を決めてます。

二谷：ほう、なるほど。ということは、その一つ一つが株で言うところの銘柄と同じで、

北川：そうですね。

二谷：毎日毎日、トレンドっていうのが発生してると。

北川：そうですね。まあ証券の場合は東京証券取引所、大阪証券取引所、
そういったとこで値段が決まって、FXなんかの場合は公正市場は、

東京金融取引所というところがございます。
で、商品先物の場合は東京商品取引所という取引所がありまして、
そこで公平な、しかも透明な価格が決まっているということなんですね。

二谷：分かりました。で、実際に僕は素人で実際始めるとなると、簡単にできるものなんですか。

北川：ええ、まあ中堅どこの証券会社、例えば楽天証券さんとか、

二谷：あっ、楽天証券でもやってるんですか。

北川：ええ、日産センチュリー証券さんとか、そういうとこに商品先物取引口座というのがありますので、
そこに口座を申し込んでいただいて、その資金を入金していただければ、

あとはもうスマートフォン、或いはパソコン、そういったもんで、

二谷：あっ、スマホからでもトレードできるんですか。

北川：ええ、スマホからでもできます。

二谷：ああ、もうじゃあ本当にFXと同じような感覚で、

北川：ええ、全くもうFX、日経225の先物と同じような仕様でもって取引ができるという、
二谷：ほう。リスクの面とかどうなんですかね。
なんとなく分かんないんすけど、ハイレバレッジなイメージがあるんですけれども、

北川：そうですね。ですから、まあ我々はプロ仕様のシステムですので、
リスクもしっかりコントロールされまして、損は小さく、そして利益は大きくという作り方をしております。

二谷：なるほど。レバレッジに関してはFXとかとあまり変わりがないんですか。

北川：ええ、レベレッジも25倍、FXが25倍の規制がありますので25倍。
商品先物取引も20倍から30倍の中にレバレッジがあります。

二谷：なるほど。

北川：で、日経225も大体同じぐらいということで、
全て同じようなレバレッジですから、リスクもほとんど同じですね。

二谷：じゃあ同じぐらいの少ない金額から始めることができるということなんですね。

北川：そういうことですね、はい。

二谷：なるほど、なるほど。分かりました。で、具体的に前回かなりのマーケットを使って、

大きな利回りを上げていらっしゃるということなんですけれども、
今回なんでこのタイミングでそういったノウハウというのを公開されようと思ったんですか。

北川：今回のタイミングというよりも、私も38年前にこの商品先物業界に入りまして、

二谷：あっ、元々始めたのがそのマーケットだったんですね。

北川：そうなんですね。そこで営業部に配属されたんですけども、
まあ営業ですからお客さんの新規開拓がメインの仕事なんですね。
まあお客さんで一生懸命頑張ったもんですから、お客さんも大勢増えました。
で、お客さんが大勢増えますと、当然まだ若くて相場の何たるかも知らないわけですから、
ご迷惑をかけるお客さんも大勢待って出てくるわけですね。
そうしますと、非常に精神的にも会社から逃げ出したいような、
そういう衝動に何度も駆られたんですけども、

二谷：それはお客さんが儲からなかったということですか。

北川：そうなんです。お客さんにご損かけて、迷惑かけて、そういうような気持ちになると、
もういたたまれないわけですね。
それで、逃げようと思ったんですが、逃げたらもう負けですから、
なんとか儲けるように努力しようということで、自分で本読んだり、勉強しました。
そういった中でやはりテクニカルチャートというものに出会いまして、
そのテクニカルチャートを一生懸命研究して、
これを読んだら儲かるというような売買ロジックをその時に考えました。

で、それを持ってお客さんのとこに行きますと、お客さんも非常に、
まあ当時はそういうテクニカルチャートなんていうのはほとんどなかったですから、

二谷：ああ、当時はあまりそういうのなかったんですか。

北川：そうですね。特に証券会社ではほとんど使ってないんですね。
証券会社なんかどちらかというとファンダメンタル、まあどう違うとか、
或いは決算で利益がいいとか、新商品、或いは新技術ができたという、
そういった材料でもって売り買いするというのが主流ですから、
そういうテクニカルチャートなんてものはあまりなかったんですね。
そういった時代にそういうまあ手書きですけども、手書きでチャート作って持って来ますと、
よりお客さんも感心して、お客さん、おかげさまで利益も非常に上がったもんですから、
お客さんのほう、またどんどん増えていったというようなことになりましたね。

二谷：で、そういった中でお客さんもどんどん増えてきて、はい。

北川：そしてまあ30になる頃にちょうど渋谷の支店長、渋谷の道玄坂に当時支店があったんですけど、
そこの支店長になりまして、それで部下が20名ぐらい支店におりますので、営業マンがですね。
その部下達に私の持ってるその売買ロジックを指導して、
その売買ロジックを元に渋谷界隈のお客様に営業しましたら、
やはり渋谷界隈のお客様はやはりいろんな勉強熱心ですから、非常に面白いということで、
それがどんどんどんどん普及していきまして、ファッション関係のお客様、或いは音楽関係のお客様で、
そういったお客様が大勢紹介、紹介、紹介で広がっていったと。

二谷：ああ、儲かるからやっぱり紹介したいっていうことで、

北川：そういうことなんです。だからそれで、まあ業績もどんどんどんどん上がっていきまして、
当然会社ではナンバーワンの支店になりますし、
当時の預かりからいきましたら、多分業界でナンバーワンの支店だったんじゃないかなと、

二谷：ああ、もう業界でトップの売り上げ上げるような、

北川：それぐらいの支店に育っていったという風に思います。

二谷：はあ、ということはもう北川社長だけではなくて、
そのロジックを使って実際に20名の営業マンの方も皆さん、お客さんに結果を出されてきたということで、

北川：そうですね。

二谷：はあ、ってことはやっぱりお客さんに勝たせることが売り上げになるということなので、
もう本当にお客さんが利益を上げた結果が、

そういったステップアップにも繋がってきたということなんですね。

北川：そうですね。ですからお客さんが儲かることが、

また営業マンがやはり日々活気を持って仕事をするという環境を作り出してますので、
そういった雰囲気が支店の中にできますと、もうお客様が今度お客様を呼んでくると。
で、どんどんお客さんも増えていくというようなことで、
37になった時には、「もうお前、役員やれ」ということで、
「あっ、経営ですか」ということになったわけですね。

二谷：はあ、なるほど。それもやっぱりずっとお客様を勝たせていくという、
そういった人柄というかやってきたことが認められてっていうところなんですよね。

北川：そういうことだと思いますね。

二谷：なるほど。ということは、今までずっと何十年間も見てきた中で、
今でもその流れっていうのは通用しているわけですよね。

北川：そうです。売買ロジックというのはもう昔も今も変わらないんですね。
今のこの、例えばチャートありますね。あのローソク足なんていうのはもう昔にできた、
江戸時代からああいったもの使ってる、日本人はですね。だからそれぐらい長いものなんですね。
そのローソク足は未だにまだ使って、で、あれがアメリカはああいうチャートじゃなかったんですけど、
鈎足的なチャートだったんですけども、
今はこのローソク足というのがアメリカでももうスタンダードになってますから、
だから古いから悪いんじゃなくて、古いものでもいいものがある。ですから、

二谷：う〜ん、本質的なところが一緒だという、
北川：そういうことなんです。
ですからテクニカルチャートももう30年前、50年前に考えられたそのテクニカルが、

未だに使われてるということですから、当時考えた売買ロジックは当然今でも使って、
ただ今風には改良してます。当時はインターネットとかないですから、
当然チャートも月足、週足、日足、こう三つのチャートでやっておりましたけども、
今はもうそんな時代じゃないですから、皆さんインターネットでもう1時間足、或いは30分足、10分足、
そういったチャー
トを使って取引しますから、
だからそちらのほうに改良して、今現在作りました。

二谷：ああ、なるほど。いや、でも実際にすごい深いなと思うのが、
やっぱりこういった金融業界でも1年、2年勝ったっていう人はいるんですけれども、
実際30年単位でず〜っとお客さんに結果を出し続けて、自分でも勝ち続けてるっていう、
本当に歴史があるじゃないですか。
で、そのロジックが間違いないっていう、正直バックテストが30年分あるみたいなもんですよね。
北川：そういうことですね。

二谷：それはすごいですよね。それがじゃあここ最近できたものじゃなくて、
その凝縮されたものが今回のロジックの中に詰まっていると、

北川：そういうことですね。ですから、プロが使う売買ロジックと言っても過言じゃないと思いますね。

二谷：なるほど、なるほど。いや、ほかにこういうのを提供できる方っていらっしゃらないですよね。

北川：まあ中にはいるんでしょうけども、
まあ商品先物取引のこういうシステムトレードってのは今回が初めてですので、

二谷：なるほど。もうそれもやっぱり業界をずっとやってきてらっしゃる北川社長だからこそ、

やっぱり出せるものなんじゃないかなっていうのは、聞いていてすごく思いました。

北川：ありがとうございます。

二谷：はい。で、実際に今回はその具体的な手法だったりだとか、
あと実際の実績の資料なんかも今回お持ちいただいてるっていうことですので、
是非その辺も見させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

北川：こちらこそよろしくお願いします。

二谷：はい、じゃあこれから具体的な資料があるということなので、見させていただきたいと思います。

北川：はい、それではサラトレードシステムの2013年のトラックレコードをご覧いただきます。
これがSTS、サラトレードシステム東京金の2013年の実績になります。売買回数が70回、

二谷：1年間で70回、

北川：そうですね。勝率が37勝33敗。損益が1,995,000円という形になっております。
これは1枚当たり、1枚というのは証拠金が10万円前後と思ってください。

二谷：あっ、10万円で199万円のリターンが返ってきてると。

北川：そういうことですね。

二谷：ほう、なるほど。

北川：まあ1回のトレードで最大の利益というのが2013年4月17日に588,000円というのがございました。
最大の損はマイナス101,000円で、9月の24日ですね。まあこういうような結果になっております。

二谷：なるほど。じゃあこの勝敗で言うと、ちょうど同じぐらいなんですけれども、リターンのほうが上回ってくからこういった結果になるということですね。

北川：そういうことですね。

二谷：なるほど。

北川：で、これを日々の商いといいますか、トレードを見ていただきますと、
これがシグナルが出て、そしてまた決算のしようって出るという、
そういう流れの中でのトラックレコードです。

二谷：ああ、これ日々の中での、

北川：そうです。

二谷：ああ。で、これは一番右が、

北川：一番右が累計のになります、はい。

二谷：ああ、これって18万、50万、6万、マイナスがあるだけ待ってていうのを、

繰り返していきながら、はあ、どんどん増えてますね、これ。

北川：そうですね。負けもありますけども、勝ちもある。勝率を5割に設定してるシステムです。

二谷：はあ。どんどん増えてますね。

北川：そうですね。

二谷：はあ。なるほど。で、マイナスの時7,000円とか3万円の時もあれば、
プラスで数万円っていうのを積み重ねていきながら、年間でいうとこういった200万近い利益が出たと。

北川：そういうことですね、はい。
二谷：なるほど。

北川：これが2013年の累積収支のグラフになります。
8月、9月までは順調に積み上がっていきましたけども、秋からちょっと相場が低迷しましたんで、
つまりその後動かなくなったということで、トレードも低迷したという形になってます。

二谷：なるほど。

北川：で、こちらが2014年、昨年度のサラトレードシステムの収支表ということで、
金、白金、ゴム、ガソリン、そして4銘柄合計の損益ということで、縦が金利で言えば1月が16,000円、
2月が266,000円。そして一年間で38
8,000円の利益があったと。
プラチナは同じように514,000円、ゴムが377,500円、ガソリンが875,000円ということで、
まあ4銘柄を全てやられた方は一番右端に、こういう結果になります。

二谷：215万、

北川：はい。で、マイナスの月は5月と8月と9月の3カ月だけ、あとは全部月はプラスということで、
累計で2,154,000円という利益になっております。

二谷：これは想定元本の100万円を入れたものに対して、これだけのリターンが出てると、

北川：そうですね。まあ4銘柄の全部の証拠金と言いますと、大体35万円ぐらいですね。

二谷：35万円ぐらい。

北川：はい、ですからまあ余裕を持って、想定元本100万ということで我々はお願いしております。

二谷：なるほど。へえ、でも、100万入れてこれだけ増えるんであれば、
2、300万円入れておくと結構な利益になりますよね。

北川：そうですね。まあ100万で200万、つまり100万が300万になったということですので、
まあ昨年はどちらかというと金のトレード見て分かる通り、おととしは金が199万の利益だった。

二谷：ああ、金だけでですか。

北川：ええ、昨年は388,000ということで、昨年はどちらかというとあんまり動かない、

二谷：あっ、これでも動かないほうなんですね。

北川：動かない年だったということで、
まあ多分これがこのシステムの最低の最低価格になるんじゃないかなと思ってます。
ですから、もっともっと例年であれば、

これ以上のパフォーマンスを出すことはもう十分可能ですし、
仮に年間200万の利益としましても、それを100万で1枚ずつ、200万で2枚ずつ、
300万で3枚ずつというトレードしていただければ、6年後にはこの100万が1億円になる。

二谷：100万が1億円は本当すごいですよね。

北川：そういうシステムなんですね、これが。

二谷：なるほど、なるほど。では実際に株でこれだけ安定的に利益を上げるのも、
相当難しいんじゃないかな。

北川：そうですね。そういう株で、思惑でやってもこれだけのものは出せないし、
逆にマイナスが大きくなる、

二谷：そうですよね。

北川：という傾向は当然出てきますので、こちらは全く逆、
マイナスが小さくて利益が大きいということの積み重ねでこうなってくるということですね。
二谷：なるほど。分かりました。

北川：これが昨年度の収益状況で東京金がこのようになってます。
維持証拠金、証拠金というのはその時々の相場の変動によって変わってきますけども、
東京金は今現在12万ということで、32
3パーセント、

二谷：323パーセン
ト?

北川：ええ、証拠金に対して323パーセントですね。

二谷：すごいですねえ!はい。

北川：東京白金が714パーセント、ゴムが944パーセント、

二谷：9、もう千パーセント近いじゃないですか。

北川：そうですね。まあ変動がない、変動が少ない銘柄は証拠金も安いんですね。

二谷：ああ、そういうことなんですね。

北川：ええ、その変動が少ない中での377,500円の東京ゴムの利益ということで、
ガソリンの場合は10月から動き始めましたので、875000円、
証拠金105,000円ということで、833パーセントの利益ということになり
二谷：ああ、やっぱり商品先物だからこそこれだけの高い利回りが出る。
北川：そうですね。やっぱりトレンドが出るという、
トレンドフォローのシステムトレードを使ってますので、
トレンドが出るということでこういうパフォーマンスがいつでも出せると。

二谷：ああ、これは魅力的ですね。

北川：これが年間収支のグラフのデータになります。

二谷：ああ、なるほど。これ、1年間かけて利益が出たり、

北川：そうですね。先ほどの表のグラフ化ですけども、青いのがプラス、赤いのがマイナスということで、
まあ3カ月間マイナスがありますけども、あとは全部プラスと。
しかもそのマイナスの月というのはやはりマイナスが小さいと。
利益の月の利益が非常に大きいということが分かっていただけるかと思います。

二谷：なるほど、なるほど。で、僕ちょっと気になってたんですけども、
一番最初にその3Dトレード、サラトレードシステムって書いてあったんですけど、
その3Dっていうのは何か意味があるんですか。

北川：ええ、まあ三次元トレードと我々言ってますけども、通常のシステムトレードですと1本のチャート、例えば日足なら日足、或いは週足、或いは1時間足と、
その1時間足のテクニカルチャート、それを使って皆さん売ったり買ったりということを、

やっておられると思うんですけれども、私どもは時間の異なる複数のテクニカルチャート使いまして、
それでサインを出すということで、まあ3Dという言葉を使ってると、

二谷：ああ、もう時間軸が何個もあって、

北川：そうです。

二谷：ああ、それは具体的に前回言ってらっしゃったその機関投資家とかプロのトレーダーが、

やっぱりそういう、

北川：そうなんです。プロの投資家というのはもう時間とそれから値幅、
これが相場で決まるということはもう知っておりますので、
そういったもので時間軸を変えたテクニカルチャートを使って取引をするということになる。

二谷：ああ、なるほど。よく僕見てると、ネットとかでFXの自動販売のツールだとか、

いろいろあると思うんですが、ああいったのっていうのはどうなんですか。

北川：ええ、ああいったものはもう全部その素人さんと何ら変わらない一つの時間軸のチャート、

二谷：ああ、そういうものがやっぱ多いっていうことなんですね。

北川：ええ、複数の時間軸のチャートを使ってるシステムというのは、まずあの中にはないと思います。

二谷：なるほど、なるほど。じゃあそういったプロ仕様のものを採用してやってらっしゃるからこそ、
これだけのパフォーマンスが生み出されると、

北川：その通りなんです。

二谷：なるほど、分かりました。

北川：じゃあ次に東京ガソリンの実際の状況ですね。
そしてそれをどういう風にお客様にお知らせして、
お客様はどのように決済するかということをご説明したいと思います。

二谷：じゃあ実際にもしやる場合っていうのは、シグナルが携帯に来るという形になるんですかね。

北川：そういうことですね。

二谷：なるほど、なるほど。

北川：これは昨年10月1日から10月17日に出たシグナルですけども、これがその時の日足のグラフです。東京ガソリンの日足のグラフです。一番右端、矢印のところ、ここでサインが出ております。

二谷：なるほど、その一番上のところですか。

北川：そうです。こう見てみますと、上に行きそうだなという感じはするんですが、
サラトレードシステムはここで売りのサインが出ましたと。
そして売りのサインが出ますと、このように皆様方の携帯にメールを配信します。
10月1日11時37分に配信したと。
で、内容としましては、14年10月1日、東京ガソリンを新規に1枚売り出ししなさいと。
時間は12時までと。ですから、11時37分に送ってますので、時間が20分近くあります。
その間にお客様は発注すると。こちらが発注画面になります。
これは楽天証券さんの発注画面になりますけけども、銘柄を入れて、
或いは限月、限月というのは、そういう先物取引の場合は一番先物を限月を入れます。
そして売りか買い、今回の場合は売りですね。売りにチェックして、そして前進んだら1枚と。
ここでは成り行きこれでもうOKで、あとは発注と。

二谷：ああ、もうそれはスマホからすぐできちゃう、あれですよね。

北川：まあそのスマホでもって簡単にできます。これはもうスマホの画面ですので、はい。

二谷：はい。で、それを仕込んで、

北川：こうしますと、次、今度決済ですが、こういうメールが届きます。

二谷：ああ、ある程度日数がたった時に今度は売ってくださいっていう、

北川：そうです。お客さんのサインが出たのが、

二谷：ああ、買ってください、はい。

北川：
出ましたら17日ですね。8時32分、ですからこれは8時台ですから、
朝の4時にシグナルが出てます。それを8時32分に我々は配信しています。

二谷：ああ、なるほど。まあその時間、皆さん寝てらっしゃるんで、
来るのはもうちょっとあとってことですね。

北川：そうです。まあその間っていうのは、売買、市場が休んでますので、売買できませんし、

市場が開くのは朝9時ですから、朝9時に売り買いするということで、
10月17日に東京ガソリン決済、買い落ち、先ほどこれ売りましたので、買い戻しですね。
これを買い落ちといいます。これを9時までにやってくださいと。
9時までにやっていただけば、9時ちょうどにそれが決済できるということになります。

二谷：なるほど。

北川：結果、こういう17日の決済した時点での値段というのは71,350円、売値が80,520円ですから、
値幅にしますとこうなりますね。9,170円の値幅になります。
東京ガソリンの場合は倍率が50倍になっておりますので、かける50しますと458,500円の粗利益と、
楽天さんの場合は手数料が680円ですので、それを引きますと457,820円の純利益となります。
で、証拠金が先ほど12万ぐらいですので、まあ4倍近い利益が出てるという形になります。

二谷：なるほど。

北川：それでこういった売買記録はベンチマークといいまして、
そのちょうどの時間、9時或いは10時、12時、こういったちょうどの時間の初めね、

を記録として残しております。で、これがずっと過去1年分が私どもの会社ホームページ上に、

記載されておりますので、そういったもので確認してください。

二谷：これは実際に配信された記録が残ってるってことですね。

北川：そうなんです。全部記録です、はい。

二谷：なるほど、なるほど。でも、これ、本当に勝ちばっかりじゃなくて、
勝ちも負けもありながら積み立てていくところが見れるというのはすごいリアリティがあるというか、

北川：そうですね。まあ勝率は5割を目標に設定しましたけども、
まあ実際は昨年1年間だと43パーセントの勝率ですから、どちらかというと負けが多いんですけども、
もうトレンドフォロー型ですので利益は取る時は大きいということで、大きなプラスになってくる。

二谷：負けは少なく、利益は大きいっていう、

北川：そういうことなんです。

二谷：その基本の流れなんですね。なるほど。
やっぱりどうしても素人の僕とかがトレードすると、周りもそうなんですけど、
利益が出ると勝ちは小さく負ける時は思いっきりみたいなのがあるので、
北川：そうですね。普通の思惑売買でやりますと、どうしてもそうなりますけども、
こういうシステムに取り敢えず任せて、システムの言う通りに売り買いをするということであれば、
こういうような結果になってくるわけですね。
私がその時間というのは1日1、2分、昨年1年間で4銘柄を全て売り買いした場合に249回の立ち、
そして249回の決済というのがありましたので、1日に1度買って売るという作業をしていただくと。
これ、時間にしたらわずか1分か2分でこれだけの利益が取れるということで、
サラリーマンの方でも大変日中お忙しい方でもトレードはできると。

二谷：確かに、主婦の方とかサラリーマンの方でも全然1日1、2分のチェックするポイントだけだったら、

北川：そうなんです。どなたでも、ですから簡単にできるということになります。

二谷：できますよね。これはすごいですね。610パーセント。

北川：で、4銘柄の合計証拠金が35万円、約ですね、これはその月々ので決まりますけども、
ほぼ大体35万円ぐらいです。

二谷：これはいいですね。だって今銀行なんて0.何パーセントの利回りの時代じゃないですか。

北川：そうですね。

二谷：しかも35万円ぐらいの金額で1年間で200万円以上の利益が出るっていうのは、
これはすごいですねえ。

北川：そうですねえ。ですから、まあ大体35万が証拠金ですけども、
まあ実際は35万を割りまして不足が発生しますので、想定元本ということでまあ100万を、

二谷：あっ、余裕を持って預けておけば、

北川：預けて、ええ、余裕を持って、まあ預けていただいて、そして取引していただくと。
ですから100万が1年後には300万になるという風に思っていただいて結構かなと思ってます。

二谷：なるほど、分かりました。
はい、実際に見させていただいて、ものすごい利回りだなと思ったんですけれども、
世の中に出回ってる一般的なツールと今回のサラトレードシステムの違いっていうとこは、

やっぱりどういったところなんですかねえ。

二谷：そうですねえ。まあプロ仕様とアマチュアという、そういう違いがあろうかと思いますね。
アマチュアの方が作るシステムというのは、まあ一つのテクニカルチャート、
それでもって売り買いというのを皆さんやってると思いますけども、
プロの場合はそのチャートを複眼でみていけます。

一つのチャートだけではなくて異なる時間軸のチャートを知り得た、
そういったものを組み込んでシステムを作り上げていくと。
ですから、非常にリスクは少なくリターンが大きいということを長年バックテストをやりまして、
それでこれで間違いないというもののみを使ってやっていくという違いがあろうかと思います。

二谷：これの場合は、やっぱり長期的に勝ち続けることができると、

北川：そうですね。まあ長期と言いましても１年というスパンで見ていただいて、
1年間どれだけのパフォーマンスあげたかということが一番重要かなというと思います。

二谷：なるほど。
まあそういったところがじゃあ一般的に出てるシステムトレーダーの短期的な利益っていうよりも、
やっぱり長期的に勝てる違いっていうのがあるというところですね。

北川：そうです。ですから相場というのはもう本当にカオスの世界ですから。
もう混沌とした世界ですのでね、いつ動くか、いつトレンドが出るかってのは誰にも分からないわけです。

二谷：分からないですよね。

北川：それが分かれば皆さんも苦労はしないんです。ですからとにかくやり続けないと勝てない。
やり続けた方だけが勝てるというのがこのシステムトレードの特徴です。

二谷：分かりました。じゃあそういったところが他との違いということですね。

北川：そうなんです。

二谷：分かりました。いやあ、もうやっぱり話聞かせていただいて、
もう何十年間もそういった相場の世界を見てこられて、
で、実際に機関投資家の方達ともやっぱり何度も打ち合わせをされてっていうところで、
そういったプロ仕様のものを今回、まあ実績も重ねて、バックテストを重ねてきた結果、
今回出されていらっしゃるということですので、僕も非常に興味があるなと思いますし、
是非やらせていただきたいなと思うんですけれども、

北川：はい、よろしくお願いします。

二谷：はい。で、実際に配信を受けて、それに合わせて買っていくというところなんですけれども、
既に実績を出してもうやっていらっしゃる方もたくさんいらっしゃるということなんですけれども、

北川：そうですね。昨年の7月から営業は開始しています。
で、実際の売買はその前からもやってるんですけども、
お客様に公開したのは先の7月ということになります。
まあそれからお客様で現在もう実績を出しているお客様が複数名おられますので、
そういった方で是非ご紹介したいという方もおられますので、

二谷：あっ、なるほど。で実際にもうやってらっしゃる実践者の声というのを、

次回の動画では聞かせていただけるということですね。

北川：そうですね、はい。

二谷：ああ、非常に楽しみです。分かりました、ありがとうございます。
では、今回の動画はこれで終わりになります。で、次回ですね、実際に実践者の方に来ていただいて、
より詳しくこのシステムについてお伺いさせていただきたいと思っておりますので、
次回の動画も楽しみに待っていただければと思います。
では、本日はどうもありがとうございました。
北川：ええ、こちらこそ。
